
・関係機関等との連携・役割分担（国等の研究機関、民間企業との連携・役割分担）
当所ではこの分野の分析等に経験を積んだ担当者がいることから、当所単独での実施とする。

・これまでの研究成果・知見、外部機関の知見等の活用の考え方

・確立した試験法は道保健福祉部食品衛生課を通じ、道内保健所試験担当者に周知する。
・得られた結果を関連学会、論文誌などで公表し、道内の他の試験機関及び道外の試験機関に広く知らせる。
・誤食による食中毒発生時、原因植物の速やかな鑑定が可能となり、患者に対する適切な治療に役立つ。
・今後の啓発活動の基礎資料となり得る。

【 a 】 【 a 】
【 a 】 【 a 】

【説　明】

  本研究は北海道食品衛生監視指導計画に深く関連し、道が取り組むべき調査研究と考える。

 　当所はこれまで、トリカブト、イヌサフラン等の有毒植物の他、毒キノコであるテングタケ類についても毒成分分析法を確立して
おり（藤本啓他：道衛研所報 2014、佐藤正幸他：道衛研所報 2011、2012、2014)、平成26年に道内で発生したテングタケ類による食
中毒事例においても原因物の特定に寄与した。また、山菜シャクと誤認しやすい有毒植物、ドクニンジンの道央圏の分布調査（藤本
啓他：道公衛学雑誌 2014)、藻類･菌類について塩基配列に基づく系統解析(髙野敬志他：陸水学雑誌 2009，Limnology 2006)を実施
し報告している。
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北海道食品衛生監視指導計画

　上記の背景を踏まえ、毒キノコの中から、道内において発生件数が多く、誤食により重篤な中毒を引き起こす危険性のあるキノコ
を対象に、簡便・迅速な鑑定法を確立し、食中毒の原因究明及び適切な治療等に資する。

・研究ニーズ（重要性・緊急性）
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（協力機関）

　

分析

初年度 次年度

）

～

研究課題名
食中毒の原因となる植物性自然毒の分析法に関する研究
―ムスカリンを含有する毒キノコについて―

人5

課題番号 衛研一般２８０１

課題担当者

Ａ・Ｂ・Ｃ

400

　研究課題の適切性 　研究計画の適切性

Ａ・Ｂ・Ｃ

･ムスカリンのLC/MSによる分析条件等を検討し、ムスカリン含有キノコを採取する。
･クサウラベニタケ等の識別可能なプライマーを設計、PCR増幅部分を検出確認する。

400

○研究背景

平成28年度
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平成２７年度　事前評価調書

年度

　近年身近な有毒植物誤食による食中毒事故が全国的に増加傾向にある。道内においても平成に入ってからスイセン、イヌサフラン
等による誤食事故が発生し、平成15年には死者も出ている。このような事故を未然に防ぐため、我々は当所薬用植物園において平成
20年から「春の山菜展」を道保健福祉部食品衛生課及び札幌市保健所と共催している。ここ数年は更に有毒園芸植物についてもその
危険性を注意喚起している。道内においては「毒キノコ」による食中毒発生件数は高等植物による事例数を上回っている。事故が発
生した場合、原因植物（キノコ含む）の形態学的及び化学的鑑定（有毒成分の検出）が必要となる。当所において毒キノコについて
は一部を除き検査体制は未整備であることから、毒キノコを含む有毒植物の化学的鑑定法の確立が強く望まれている。

○研究目的○研究目的

・道が取り組む必要性（道が取り組む必要性）

主な目標（項目）

　キノコの中から、道内においてS45年～H25年の44年間に、毒キノコ食中毒の発生状況の約1/4を占めるクサウラベニタケ他を対象
に、有毒成分であるムスカリンを検出する簡便かつ迅速な鑑定法を確立する。更に遺伝子による判別法を確立する。

(A)優れている。　　　　　　　(B)良好、適切である。　　(C)やや劣っている。見直しが必要。　

○研究内容（研究目的及び研究内容の適切性）

○成果の活用策（成果の活用の可能性）

　本研究は、近年毒キノコの誤食による中毒が発生している状況の中で、機器による毒性分の分析と遺伝子による種の判
別法の確立を目指すものである。時宜を得た研究課題であり、道の施策（北海道食品衛生監視指導計画）と関連が深く、
道として優先的に取り組む必要がある。

年次等

平成29年度

　道が取り組む必要性 　成果の活用の可能性
【自己評価】

･クサウラベニタケ等の未調理品、想定される調理品からの毒成分分析法を検討する。
･PCRにより増幅した塩基配列を決定し、目的キノコの系統的位置を明らかにする。

【個別評価】
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(a)極めて高い、適切である。  (b)高い、適切である。 　 (c)低い、改善の余地がある。

【総合評価】 【意　見】
本研究は、有毒物の食中毒の速やか原因究明を図るため、調理済み加工食品など形態的鑑定が不可能な事例など、機器分
析による毒成分の分析や遺伝子による種の判別法の確立する重要な研究課題であり、優先的に取り組む必要がある。

研究担当者 主査（医薬品） 藤本　啓
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○年次別目標（研究計画の適切性）

（ ） （

　植物性自然毒が原因と疑われる食中毒において、毒成分を速やかに特定することは原因究明及び適切な治療等に寄与できる。

各種施策等との関連性各種施策等との関連性

400 400

(別記第１号様式)

機 関 名 北海道立衛生研究所
研究責任者 薬品安全G主幹　佐藤正幸

）


